
ローマ 1:16〜2:13

16 節

"私は福音を恥とは思いません。福音は、ユダヤ人をはじめギリシヤ人にも、信じるす

べての人にとって、救いを得させる神の力です。

なぜなら、福音のうちには神の義が啓示されていて、その義は、信仰に始まり信仰に進

ませるからです。「義人は信仰によって生きる」と書いてあるとおりです。"

ローマ人への手紙 1 章 16～17 節

Q1 神の義とは？

"しかし、今は、律法とは別に、しかも律法と預言者によってあかしされて、神の義が

示されました。

すなわち、イエス・キリストを信じる信仰による神の義であって、それはすべての信じ

る人に与えられ、何の差別もありません。

すべての人は、罪を犯したので、神からの栄誉を受けることができず、

ただ、神の恵みにより、キリスト・イエスによる贖いのゆえに、価なしに義と認められ

るのです。"

ローマ人への手紙 3 章 21～24 節

"それは、今の時にご自身の義を現すためであり、こうして神ご自身が義であり、また、

イエスを信じる者を義とお認めになるためなのです。"

ローマ人への手紙 3 章 26 節

18 節

"というのは、不義をもって真理をはばんでいる人々のあらゆる不敬虔と不正に対して、

神の怒りが天から啓示されているからです。"

ローマ人への手紙 1 章 18 節

Q2 神の怒りとは？

"しかし私たちがまだ罪人であったとき、キリストが私たちのために死んでくださった

ことにより、神は私たちに対するご自身の愛を明らかにしておられます。

ですから、今すでにキリストの血によって義と認められた私たちが、彼によって神の怒

りから救われるのは、なおさらのことです。

もし敵であった私たちが、御子の死によって神と和解させられたのなら、和解させられ

た私たちが、彼のいのちによって救いにあずかるのは、なおさらのことです。

そればかりでなく、私たちのために今や和解を成り立たせてくださった私たちの主イエ

ス・キリストによって、私たちは神を大いに喜んでいるのです。"

ローマ人への手紙 5 章 8～11 節

30-32 節

"彼らは、あらゆる不義と悪とむさぼりと悪意とに満ちた者、ねたみと殺意と争いと欺

きと悪だくみとでいっぱいになった者、陰口を言う者、

そしる者、神を憎む者、人を人と思わぬ者、高ぶる者、大言壮語する者、悪事をたくら

む者、親に逆らう者、

わきまえのない者、約束を破る者、情け知らずの者、慈愛のない者です。



彼らは、そのようなことを行えば、死罪に当たるという神の定めを知っていながら、そ

れを行っているだけでなく、それを行う者に心から同意しているのです。"

ローマ人への手紙 1 章 29～32 節

Q3 死罪にあたる？

"それは、次のように書いてあるとおりです。「義人はいない。ひとりもいない。"

ローマ人への手紙 3 章 10 節

"さて、私たちは、律法の言うことはみな、律法の下にある人々に対して言われている

ことを知っています。それは、すべての口がふさがれて、全世界が神のさばきに服する

ためです。

なぜなら、律法を行うことによっては、だれひとり神の前に義と認められないからです。

律法によっては、かえって罪の意識が生じるのです。"

ローマ人への手紙 3 章 19～20 節

2:1-3 節

"ですから、すべて他人をさばく人よ。あなたに弁解の余地はありません。あなたは、

他人をさばくことによって、自分自身を罪に定めています。さばくあなたが、それと同

じことを行っているからです。

私たちは、そのようなことを行っている人々に下る神のさばきが正しいことを知ってい

ます。

そのようなことをしている人々をさばきながら、自分で同じことをしている人よ。あな

たは、自分は神のさばきを免れるのだとでも思っているのですか。"

ローマ人への手紙 2 章 1～3 節

Q4 さばくとは？

"律法全体を守っても、一つの点でつまずくなら、その人はすべてを犯した者となった

のです。

なぜなら、「姦淫してはならない」と言われた方は、「殺してはならない」とも言われ

たからです。そこで、姦淫しなくても人殺しをすれば、あなたは律法の違反者となった

のです。

自由の律法によってさばかれる者らしく語り、またそのように行いなさい。

あわれみを示したことのない者に対するさばきは、あわれみのないさばきです。あわれ

みは、さばきに向かって勝ち誇るのです。"

ヤコブの手紙 2 章 10～13 節

"あなたがたの天の父があわれみ深いように、あなたがたも、あわれみ深くしなさい。

さばいてはいけません。そうすれば、自分もさばかれません。人を罪に定めてはいけま

せん。そうすれば、自分も罪に定められません。赦しなさい。そうすれば、自分も赦さ

れます。

与えなさい。そうすれば、自分も与えられます。人々は量りをよくして、押しつけ、揺

すり入れ、あふれるまでにして、ふところに入れてくれるでしょう。あなたがたは、人

を量る量りで、自分も量り返してもらうからです。」"

ルカの福音書 6 章 36～38 節



2:12-13 節

"律法なしに罪を犯した者はすべて、律法なしに滅び、律法の下にあって罪を犯した者

はすべて、律法によってさばかれます。

それは、律法を聞く者が神の前に正しいのではなく、律法を行う者が正しいと認められ

るからです。"

ローマ人への手紙 2 章 12～13 節

Q5 律法とは？

"とすると、律法は神の約束に反するのでしょうか。絶対にそんなことはありません。

もしも、与えられた律法がいのちを与えることのできるものであったなら、義は確かに

律法によるものだったでしょう。

しかし聖書は、逆に、すべての人を罪の下に閉じ込めました。それは約束が、イエス・

キリストに対する信仰によって、信じる人々に与えられるためです。"

ガラテヤ人への手紙 3章 21～22 節

"こうして、律法は私たちをキリストへ導くための私たちの養育係となりました。私た

ちが信仰によって義と認められるためなのです。"

ガラテヤ人への手紙 3章 24 節

"私たちは、私たちに対する神の愛を知り、また信じています。神は愛です。愛のうち

にいる者は神のうちにおり、神もその人のうちにおられます。

このことによって、愛が私たちにおいても完全なものとなりました。それは私たちが、

さばきの日にも大胆さを持つことができるためです。なぜなら、私たちもこの世にあっ

てキリストと同じような者であるからです。

愛には恐れがありません。全き愛は恐れを締め出します。なぜなら恐れには刑罰が伴っ

ているからです。恐れる者の愛は、全きものとなっていないのです。

私たちは愛しています。神がまず私たちを愛してくださったからです。"

ヨハネの手紙 第一 4 章 16～19 節

"あなたは義によって堅く立ち、しいたげから遠ざかれ。恐れることはない。恐れから

遠ざかれ。それが近づくことはない。

見よ。攻め寄せる者があっても、それはわたしから出た者ではない。あなたを攻める者

は、あなたによって倒される。"

イザヤ書 54 章 14～15 節

"あなたを攻めるために作られる武器は、どれも役に立たなくなる。また、さばきの時、

あなたを責めたてるどんな舌でも、あなたはそれを罪に定める。これが、主のしもべた

ちの受け継ぐ分、わたしから受ける彼らの義である。－－主の御告げ－－」"

イザヤ書 54 章 17 節


